
＊毎月１９日は「食育の日」です。令和6年度

鎌ケ谷市学校給食センター

千葉県は、三方を海に囲まれ、温暖な気候と豊かな土地を生かして、たくさんの

農林水産物が生産されています。千葉県でとれた農産物を、千葉県で消費しよう

という取り組み（千産千消）を、学校給食においても進めています。

地域でとれる食材の活用や食文化等への理解を促進するため、 「千産千消

デー」を設定し、毎年１１月に実施しています。

１１月１２日(中学校)、１３日(小学校)に千葉県産の食材を使った給食を提供しま

す。 千葉県産食材：米、牛乳、豚肉、さつまいも、お米のムース

千産千消デー

千葉県産の米「ふさこがね」

給食のお米は、千葉県産米を使用しています。

「ふさこがね」という、千葉県で独自に開発された品種です。粒が大きくふっくらと

炊き上がり、気候の変化にも強く、品質が安定している特性があります。

「ふさこがね」という名前は、千葉県房総の「ふさ」と、黄金色

にたわわに実る様子をイメージした「こがね」を合わせて命名さ

れたそうです。

学校給食センターも、地産地消を推進しています。

毎月行っている「鎌産鎌消献立」では、鎌ケ谷産

の新鮮な野菜や果物を、生産者の方が届けてくだ

さいます。納品や調理の様子、給食の写真など、

鎌ケ谷市のFacebookで紹介をしています。

また、学校給食センターホームページでは、日々

の給食の写真を掲載しておりますので、ぜひご覧く

ださい。

学校給食センターHP


